
(57)【要約】

【課題】リッドの裏面に携帯電話を確実に掛け止めるこ

とのできる車両のグローブボックス構造を提供すること

にある。

【解決手段】ホルダー３０は、リッド裏面２３に固定し

た固定部材３１と、この固定部材３１に設けた固定側押

部３２と、前記固定部材３１にスライド可能に取付けた

可動部材３３と、この可動部材３３に設けた可動側押部

３４と、この可動側押部３４を前記固定側押部３２へ押

し出すように前記固定部材３１と可動部材３３とに介在

させ、弾性体取付け部３５に備えた弾性体３６とからな

る。

【効果】ホルダーは、固定部材と、固定部材にスライド

可能に取付けた可動部材からなる可動式のため、多種多

様なサイズの携帯電話を固定することができる。

また、固定部材の固定側押部と可動部材の可動側押部を

有するので、携帯電話の傷付きを防止することができる

。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
車 両 の イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル に グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス を 備 え 、 こ の グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス の 開 口
を リ ッ ド で 被 い 、 リ ッ ド を 開 く こ と で 前 記 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス へ 物 品 を 出 入 れ す る こ と が で
き る よ う に し た 車 両 の グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス 構 造 に お い て 、 前 記 リ ッ ド の 裏 面 に 、 携 帯 電 話 を
掛 け 止 め る こ と の で き る ホ ル ダ ー を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 車 両 の グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス 構 造
。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ホ ル ダ ー は 、 前 記 リ ッ ド に 固 定 し た 固 定 部 材 と 、 こ の 固 定 部 に 設 け た 固 定 側 押 部 と 、
前 記 固 定 部 材 に ス ラ イ ド 可 能 に 取 付 け た 可 動 部 材 と 、 こ の 可 動 部 材 に 設 け た 可 動 側 押 部 と
、 こ の 可 動 側 押 部 を 前 記 固 定 側 押 部 へ 押 し 出 す よ う に 前 記 固 定 部 材 と 可 動 部 材 と に 介 在 さ
せ た 弾 性 体 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 車 両 の グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 自 動 車 等 の 車 両 の イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル に 備 え る グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス 構 造 に 関 す
る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル の グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス 構 造 と し て は 、 リ ッ ド に コ ッ プ 飲 料 や
缶 飲 料 を 立 て 置 く テ ー ブ ル 構 造 の も の が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
実 公 平 ２ － １ １ ２ １ ７ 号 公 報 （ 第 ２ 頁 、 第 １ 図 、 第 ２ 図 ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 ７ は 特 許 文 献 １ の 第 １ 図 の 再 掲 図 で あ る 。 た だ し 、 符 号 は 振 り 直 す 。 １ ０ １ は グ ロ ー ブ
ボ ッ ク ス 、 １ ０ ２ は 蓋 、 １ ０ ３ は 孔 、 １ ０ ４ は リ ン グ 、 １ ０ ５ は テ ー パ ー 容 器 、 １ ０ ６ は
係 合 突 起 、 １ ０ ７ は 係 合 孔 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
図 ８ は 特 許 文 献 １ の 第 ２ 図 の 再 掲 図 で あ り 、 符 号 は 図 ７ と 同 様 に 振 り 直 す と 共 に 、 説 明 の
便 宜 上 、 一 部 手 を 加 え た 図 面 と し 、 蓋 １ ０ ２ を 開 き 、 コ ッ プ 立 て 孔 １ ０ ８ に コ ッ プ １ ０ ９
を 立 て 置 い た 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
図 ８ で は 、 テ ー パ ー 容 器 １ ０ ５ を コ ッ プ 飲 料 や 缶 飲 料 な ど の ホ ル ダ ー と し て 利 用 す る 場 合
を 示 し た 。 し か し 、 近 年 、 携 帯 電 話 を 利 用 し た デ ー タ 通 信 機 能 を 有 す る カ ー ナ ビ ゲ ー シ ョ
ン シ ス テ ム に お い て 、 携 帯 電 話 を 据 え 置 く ホ ル ダ ー が 必 要 と さ れ て い る 。 そ こ で 、 例 え ば
グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス １ ０ １ の 蓋 １ ０ ２ に 取 付 け た テ ー パ ー 容 器 １ ０ ５ 部 の 凹 部 を 改 良 し て 、
携 帯 電 話 の ホ ル ダ ー と し て 形 状 を 変 え た 場 合 を 考 え る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
携 帯 電 話 は 、 た だ 単 に 凹 部 に 置 か れ た だ け で は 、 走 行 中 の 振 動 に よ る 傷 付 き や 飛 び 出 し に
よ り 破 損 に 至 る 可 能 性 が 大 き い 。 ま た 、 仮 に 凹 部 と マ ジ ッ ク フ ァ ス ナ ー （ 登 録 商 標 ） や ゴ
ム バ ン ド を 組 合 わ せ て 携 帯 電 話 を 固 定 し た 場 合 は 、 走 行 中 に 携 帯 電 話 は が た つ く 可 能 性 が
あ り 、 完 全 な 固 定 設 置 に は な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 以 上 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 リ ッ ド の 裏 面 に 携 帯 電 話 を 確 実
に 掛 け 止 め る こ と の で き る 車 両 の グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス 構 造 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 請 求 項 １ は 、 車 両 の イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル に グ ロ ー ブ ボ ッ ク
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ス を 備 え 、 こ の グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス の 開 口 を リ ッ ド で 被 い 、 リ ッ ド を 開 く こ と で 前 記 グ ロ ー
ブ ボ ッ ク ス へ 物 品 を 出 入 れ す る こ と が で き る よ う に し た 車 両 の グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス 構 造 に お
い て 、 前 記 リ ッ ド の 裏 面 に 、 携 帯 電 話 を 掛 け 止 め る こ と の で き る ホ ル ダ ー を 備 え た こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
リ ッ ド に ホ ル ダ ー を 設 け 、 こ の ホ ル ダ ー に 携 帯 電 話 を 掛 け 止 め る こ と が で き る の で 、 携 帯
電 話 を リ ッ ド に 確 実 に 止 め る こ と が で き る 。
ホ ル ダ ー は リ ッ ド の 裏 面 に 設 け た の で 、 携 帯 電 話 を 使 用 し な い と き に は 、 実 質 的 に グ ロ ー
ブ ボ ッ ク ス に 収 納 す る こ と が で き 、 車 室 内 の 美 観 性 を 保 つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ２ は 、 ホ ル ダ ー は 、 リ ッ ド に 固 定 し た 固 定 部 材 と 、 こ の 固 定 部 に 設 け た 固 定 側 押 部
と 、 固 定 部 材 に ス ラ イ ド 可 能 に 取 付 け た 可 動 部 材 と 、 こ の 可 動 部 材 に 設 け た 可 動 側 押 部 と
、 こ の 可 動 側 押 部 を 前 記 固 定 側 押 部 へ 押 し 出 す よ う に 前 記 固 定 部 材 と 可 動 部 材 と に 介 在 さ
せ た 弾 性 体 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ホ ル ダ ー は 、 固 定 部 材 と 、 固 定 部 材 に ス ラ イ ド 可 能 に 取 付 け た 可 動 部 材 か ら な る 可 動 式 の
た め 、 多 種 多 様 な サ イ ズ の 携 帯 電 話 を 固 定 す る こ と が で き る 。
ま た 、 固 定 部 材 の 固 定 側 押 部 と 可 動 部 材 の 可 動 側 押 部 を 有 す る の で 、 携 帯 電 話 の 傷 付 き を
防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
さ ら に 、 固 定 部 材 と 可 動 部 材 と に 介 在 さ せ た 弾 性 体 を 有 す る の で 、 携 帯 電 話 を 固 定 す る と
き に 、 固 定 部 材 の 固 定 側 押 部 と 可 動 部 材 の 可 動 側 押 部 は 、 前 記 弾 性 体 の 作 用 に よ り 隙 間 無
く 携 帯 電 話 を 固 定 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 走 行 中 は 携 帯 電 話 の が た つ き を 抑 制 で き
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 添 付 図 に 基 づ い て 以 下 に 説 明 す る 。 な お 、 図 面 は 符 号 の 向 き に 見 る
も の と す る 。
図 １ は 本 発 明 に 係 る イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル 一 部 分 の 斜 視 図 で あ り 、 助 手 席 近 傍 を 示 す 図
で あ る 。 車 両 の イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル １ ０ は 、 セ ー フ テ ィ パ ッ ド １ １ と 、 そ の セ ー フ テ
ィ パ ッ ド １ １ の 一 部 に 備 え る エ ア ー バ ッ ク 装 着 部 １ ２ と 、 そ の エ ア ー バ ッ ク 装 着 部 １ ２ の
下 方 に 備 え る 空 調 調 整 口 １ ３ 、 １ ３ と 、 そ の 空 調 調 整 口 １ ３ 、 １ ３ の 横 に 備 え る デ ィ ス プ
レ イ １ ４ と 、 そ の デ ィ ス プ レ イ １ ４ の 下 方 に 備 え る オ ー デ ィ オ 及 び 空 調 制 御 部 １ ５ と 、 そ
の オ ー デ ィ オ 及 び 空 調 制 御 部 １ ５ の 隣 に 備 わ る グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス ２ ０ と か ら な る 構 成 体 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ こ で は 、 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス ２ ０ の リ ッ ド ２ １ は 開 い て お り 、 リ ッ ド ２ １ の 裏 面 の ホ ル ダ
ー ３ ０ を 臨 む こ と が で き る 。 こ の ホ ル ダ ー ３ ０ に 、 携 帯 電 話 な ど を 確 実 に 掛 け 止 め る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ２ は 本 発 明 に 係 る グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス の 断 面 図 で あ り 、 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス ２ ０ は 、 リ ッ ド
２ １ と 、 リ ッ ド ２ １ を 構 成 す る リ ッ ド 前 面 ２ ２ 及 び リ ッ ド 裏 面 ２ ３ と 、
開 閉 ノ ブ ２ ４ と 、 開 閉 ノ ブ ２ ４ に 取 付 け た フ ッ ク ２ ５ と 、 ボ ッ ク ス 内 面 ２ ６ と か ら な る 構
成 体 で あ る 。
リ ッ ド ２ １ は 、 リ ッ ド 裏 面 ２ ３ か ら 水 平 方 向 に 延 び る 支 持 棒 ２ ７ … （ … は 複 数 個 を 示 す 。
以 下 同 様 。 ） を 摩 擦 溶 接 法 に よ り リ ッ ド 前 面 ２ ２ に 結 合 し て 摩 擦 溶 接 結 合 部 ２ ８ を 形 成 し
、 こ の 摩 擦 溶 接 結 合 部 ２ ８ に よ り 確 実 に リ ッ ド 前 面 ２ ２ と 結 合 し た 構 成 体 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
リ ッ ド ２ １ の リ ッ ド 裏 面 ２ ３ に は ホ ル ダ ー ３ ０ を ホ ル ダ ー 取 付 け ネ ジ ４ １ と ホ ル ダ ー 取 付
け ネ ジ ４ ２ に よ り 取 付 け る 。 前 記 ホ ル ダ ー ３ ０ は 、 リ ッ ド 裏 面 ２ ３ に 固 定 し た 固 定 部 材 ３
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１ と 、 こ の 固 定 部 材 ３ １ に 設 け た 固 定 側 押 部 ３ ２ と 、 前 記 固 定 部 材 ３ １ に ス ラ イ ド 可 能 に
取 付 け た 可 動 部 材 ３ ３ と 、 こ の 可 動 部 材 ３ ３ に 設 け た 可 動 側 押 部 ３ ４ と 、 こ の 可 動 側 押 部
３ ４ を 前 記 固 定 側 押 部 ３ ２ へ 押 し 出 す よ う に 前 記 固 定 部 材 ３ １ と 可 動 部 材 ３ ３ と に 介 在 さ
せ 、 弾 性 体 取 付 け 部 ３ ５ に 備 え た 弾 性 体 ３ ６ と か ら な る 構 成 体 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
次 に 、 本 発 明 の ホ ル ダ ー を グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス に 取 付 け る と き の 要 領 の 一 例 を 説 明 す る 。
図 ３ は ホ ル ダ ー の 組 立 要 領 図 で あ る 。
（ ａ ） は リ ッ ド 裏 面 ２ ３ に ホ ル ダ ー ３ ０ を 組 付 け る 要 領 を 示 し た も の で あ り 、 ホ ル ダ ー ３
０ の 固 定 部 材 ３ １ に あ る ネ ジ 組 付 け 部 ３ ７ 及 び ３ ８ に ホ ル ダ ー 取 付 け ネ ジ ４ １ 及 び ４ ２ を
矢 印 ▲ １ ▼ の よ う に 嵌 合 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
（ ｂ ） は （ ａ ） で 組 付 け た リ ッ ド 裏 面 ２ ３ と ホ ル ダ ー ３ ０ と ホ ル ダ ー 取 付 け ネ ジ ４ １ 、 ４
２ の 組 立 体 を リ ッ ド 前 面 ２ ２ に 組 付 け る 要 領 を 示 し た も の で あ り 、 リ ッ ド 裏 面 ２ ３ に 備 わ
っ た 支 持 棒 ２ ７ … を リ ッ ド 前 面 ２ ２ に 接 触 さ せ て 摩 擦 溶 接 法 （ 振 動 、 超 音 波 な ど ） に よ る
摩 擦 熱 を 利 用 し て 矢 印 ▲ ２ ▼ の よ う に 溶 着 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ ｃ ） は リ ッ ド ２ １ と ホ ル ダ ー ３ ０ の 組 立 が 完 了 し た 状 態 で あ り 、 リ ッ ド 裏 面 ２ ３ に 備 わ
っ た 支 持 棒 ２ ７ … を 摩 擦 溶 接 法 に よ り リ ッ ド 前 面 ２ ２ に 溶 着 し 、 摩 擦 溶 接 結 合 部 ２ ８ が 円
錐 状 に 固 ま っ た 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
以 上 、 （ ａ ） に 示 す よ う に ホ ル ダ ー ３ ０ を リ ッ ド 裏 面 ２ ３ に 先 に 固 定 す る こ と で 、 ホ ル ダ
ー ３ ０ を 完 全 に 固 定 で き る と 共 に 、 そ の 後 の 組 付 け 作 業 を 円 滑 に 進 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に リ ッ ド 裏 面 ２ ３ に 備 わ っ た 支 持 棒 ２ ７ … を リ ッ ド 前 面 ２ ２ に 溶
着 す る こ と で 、 樹 脂 の 特 性 を 十 分 に 生 か し た 組 立 が で き る と 共 に 、 先 に リ ッ ド 裏 面 ２ ３ に
固 定 し た ホ ル ダ ー ３ ０ を 傷 つ け る こ と 無 く 、 ホ ル ダ ー ３ ０ と リ ッ ド ２ １ を 組 立 る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に 本 発 明 の ホ ル ダ ー の 作 用 を 説 明 す る 。
図 ４ は ホ ル ダ ー の 作 用 図 で あ る 。
（ ａ ） は リ ッ ド 裏 面 ２ ３ に 取 付 け た ホ ル ダ ー ３ ０ の 作 動 前 を 示 し 、 ホ ル ダ ー ３ ０ の 固 定 側
押 部 ３ ２ と 可 動 側 押 部 ３ ４ の 間 の 距 離 は Ｌ で 一 定 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ ｂ ） は ホ ル ダ ー ３ ０ の 固 定 部 材 ３ １ に 当 接 し た 可 動 部 材 ３ ３ を 手 で 引 き 離 し た 状 態 を 示
し 、 弾 性 体 取 付 け 部 ３ ５ に 取 付 け た 弾 性 体 ３ ６ を 縮 め 、 固 定 側 押 部 ３ ２ と 可 動 側 押 部 ３ ４
の 間 の 距 離 を Δ Ｌ だ け 長 く し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ ｃ ） は （ ｂ ） の 状 態 で ホ ル ダ ー ３ ０ に 携 帯 電 話 ５ １ を 挟 み 付 け た 状 態 を 示 し 、 携 帯 電 話
５ １ は 、 弾 力 性 の あ る 固 定 側 押 部 ３ ２ と 可 動 側 押 部 ３ ４ に よ り 隙 間 無 く 確 実 に 固 定 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ホ ル ダ ー ３ ０ は 、 固 定 部 材 ３ １ と 、 固 定 部 材 ３ １ に ス ラ イ ド 可 能 に 取 付 け た 可 動 部 材 ３ ３
か ら な る 可 動 式 の た め 、 固 定 側 押 部 ３ ２ と 可 動 側 押 部 ３ ４ の 間 の 距 離 を 自 由 に 変 更 で き 、
多 種 多 様 な サ イ ズ の 携 帯 電 話 を 固 定 す る こ と が で き る 。
ま た 、 固 定 部 材 ３ １ の 弾 力 性 の あ る 固 定 側 押 部 ３ ２ と 可 動 部 材 ３ ３ の 弾 力 性 の あ る 可 動 側
押 部 ３ ４ を 有 す る の で 、 携 帯 電 話 ５ １ を 挟 み 付 け て も 傷 付 き を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
さ ら に 、 固 定 部 材 ３ １ と 可 動 部 材 ３ ３ と に 介 在 さ せ た 弾 性 体 ３ ６ を 有 す る の で 、 携 帯 電 話
５ １ を 固 定 す る と き に 、 固 定 部 材 ３ １ の 固 定 側 押 部 ３ ２ と 可 動 部 材 ３ ３ の 可 動 側 押 部 ３ ４
は 、 弾 性 体 ３ ６ の 働 き に よ り 隙 間 無 く 携 帯 電 話 ５ １ を 固 定 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、
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走 行 中 は 携 帯 電 話 ５ １ の が た つ き を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
次 に 、 本 発 明 に お け る 別 実 施 例 を 示 す 。 本 発 明 の グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス ２ ０ の リ ッ ド ２ １ は 、
ホ ル ダ ー ３ ０ を 取 付 け な い 仕 様 で も 適 用 可 能 で あ る た め 、 そ の 仕 様 に 対 応 す る イ ン ス ト ル
メ ン ト パ ネ ル １ ０ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
図 ５ は 図 １ の 別 実 施 例 を 示 す 図 で あ り 、 す な わ ち 、 車 両 の イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル １ ０ は
、 セ ー フ テ ィ パ ッ ド １ １ と 、 そ の セ ー フ テ ィ パ ッ ド １ １ の 一 部 に 備 え る エ ア ー バ ッ ク 装 着
部 １ ２ と 、 そ の エ ア ー バ ッ ク 装 着 部 １ ２ の 下 方 に 備 え る 空 調 調 整 口 １ ３ 、 １ ３ と 、 そ の 空
調 調 整 口 １ ３ 、 １ ３ の 横 に 備 え る デ ィ ス プ レ イ １ ４ と 、 そ の デ ィ ス プ レ イ １ ４ の 下 方 に 備
え る オ ー デ ィ オ 及 び 空 調 制 御 部 １ ５ と 、 そ の オ ー デ ィ オ 及 び 空 調 制 御 部 １ ５ の 隣 に 備 わ る
グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス ２ ０ と か ら な る 構 成 体 で あ り 、 リ ッ ド ２ １ に は 何 も 取 付 け な い 状 態 （ ホ
ル ダ ー の 無 い 状 態 ） で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ６ は 図 ５ に 示 す リ ッ ド の 組 立 要 領 図 で あ る 。
（ ａ ） は リ ッ ド 裏 面 ２ ３ を リ ッ ド 前 面 ２ ２ に 組 付 け る 要 領 を 示 し た も の で あ り 、
リ ッ ド 裏 面 ２ ３ に 備 わ っ た 支 持 棒 ２ ７ … を リ ッ ド 前 面 ２ ２ に 接 触 さ せ て 摩 擦 溶 接 法 （ 振 動
、 超 音 波 な ど ） に よ る 摩 擦 熱 を 利 用 し て 矢 印 ▲ ３ ▼ の よ う に 溶 着 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ ｂ ） は リ ッ ド 裏 面 ２ ３ と リ ッ ド 前 面 ２ ２ の 組 付 け が 完 了 し た 状 態 で あ り 、 リ ッ ド 裏 面 ２
３ に 備 わ っ た 支 持 棒 ２ ７ … を 摩 擦 溶 接 法 に よ り リ ッ ド 前 面 ２ ２ に 溶 着 し 、 摩 擦 溶 接 結 合 部
２ ８ が 円 錐 状 に 固 ま っ た 状 態 で あ る 。
リ ッ ド 裏 面 ２ ３ に 備 わ っ た 支 持 棒 ２ ７ … を リ ッ ド 前 面 ２ ２ に 溶 着 す る こ と で 、 樹 脂 の 特 性
を 十 分 に 生 か し た 組 立 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
尚 、 ホ ル ダ ー ３ ０ の 固 定 部 材 ３ １ や 可 動 部 材 ３ ３ の 樹 脂 材 質 は 、 射 出 成 形 に よ り 形 成 さ れ
て 耐 候 性 に 優 れ る も の で あ れ ば 、 特 に 種 類 を 問 わ な い 。
ま た 、 固 定 側 押 部 ３ ２ と 可 動 側 押 部 ３ ４ の 材 質 は 弾 力 性 の あ る ゴ ム 系 の も の で あ れ ば 種 類
を 問 わ な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
さ ら に 、 リ ッ ド 裏 面 ２ ３ と リ ッ ド 前 面 ２ ２ は 摩 擦 溶 接 法 に よ り 溶 着 す る の で 、 射 出 成 形 に
よ り 形 成 さ れ た 樹 脂 成 形 品 で あ る リ ッ ド 裏 面 ２ ３ と リ ッ ド 前 面 ２ ２ の 弾 性 率 、 剛 性 、 厚 さ
な ど を 考 慮 し て 材 質 を 選 定 す る こ と が 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 上 記 構 成 に よ り 次 の 効 果 を 発 揮 す る 。
請 求 項 １ に よ れ ば 、 リ ッ ド に ホ ル ダ ー を 設 け 、 こ の ホ ル ダ ー に 携 帯 電 話 を 掛 け 止 め る こ と
が で き る の で 、 携 帯 電 話 を リ ッ ド に 確 実 に 止 め る こ と が で き る 。
ホ ル ダ ー は リ ッ ド の 裏 面 に 設 け た の で 、 携 帯 電 話 を 使 用 し な い と き に は 、 実 質 的 に グ ロ ー
ブ ボ ッ ク ス に 収 納 す る こ と が で き 、 車 室 内 の 美 観 性 を 保 つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
請 求 項 ２ に よ れ ば 、 ホ ル ダ ー は 、 固 定 部 材 と 、 固 定 部 材 に ス ラ イ ド 可 能 に 取 付 け た 可 動 部
材 か ら な る 可 動 式 の た め 、 多 種 多 様 な サ イ ズ の 携 帯 電 話 を 固 定 す る こ と が で き る 。
ま た 、 固 定 部 材 の 固 定 側 押 部 と 可 動 部 材 の 可 動 側 押 部 を 有 す る の で 、 携 帯 電 話 の 傷 付 き を
防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
さ ら に 、 固 定 部 材 と 可 動 部 材 と に 介 在 さ せ た 弾 性 体 を 有 す る の で 、 携 帯 電 話 を 固 定 す る と
き に 、 固 定 部 材 の 固 定 側 押 部 と 可 動 部 材 の 可 動 側 押 部 は 、 前 記 弾 性 体 の 作 用 に よ り 隙 間 無
く 携 帯 電 話 を 固 定 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 走 行 中 は 携 帯 電 話 の が た つ き を 抑 制 で き
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル 一 部 分 の 斜 視 図
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス の 断 面 図
【 図 ３ 】 ホ ル ダ ー の 組 立 要 領 図
【 図 ４ 】 ホ ル ダ ー の 作 用 図
【 図 ５ 】 図 １ の 別 実 施 例 を 示 す 図
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 す リ ッ ド の 組 立 要 領 図
【 図 ７ 】 特 許 文 献 １ の 第 １ 図 の 再 掲 図
【 図 ８ 】 特 許 文 献 １ の 第 ２ 図 の 再 掲 図
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ … イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル 、 ２ ０ … グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス 、 ２ １ … リ ッ ド 、 ２ ２ … リ ッ ド
前 面 、 ２ ３ … リ ッ ド 裏 面 、 ２ ７ … 支 持 棒 、 ２ ８ … 摩 擦 溶 接 結 合 部 、 ３ ０ … ホ ル ダ ー 、 ３ １
… 固 定 部 材 、 ３ ２ … 固 定 側 押 部 、 ３ ３ … 可 動 部 材 、 ３ ４ … 可 動 側 押 部 、 ３ ６ … 弾 性 体 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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